
提

出

者

北

川

れ

ん

子

平
成
十
三
年
六
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

〇

九

号

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書
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「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

政
府
の
高
度
情
報
通
信
社
会
推
進
本
部
が
一
九
九
九
年
七
月
に
設
置
し
た
「
個
人
情
報
保
護
検
討
部
会
」
が
、
同
年
一
一
月

に
ま
と
め
た
「
我
が
国
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）
」
は
、
「
三

個
人
情
報
保

護
の
た
め
に
確
立
す
べ
き
原
則
」
に
関
し
、
「
こ
れ
ら
を
個
人
情
報
保
有
者
に
適
用
さ
れ
る
原
則
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
法

的
に
様
々
な
検
討
課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
の
適
用
関
係
に
係
る
考
え
方
を
全
体
的
に
整
理
し
た
上
で
、
法
制
的
な
観
点
か
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
指
摘
。
そ
の
中
で
、
「
次
の
よ
う
な
個
別
法
等
に
規
定
の
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
（
中
略
）
基
本

原
則
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
支
障
が
生
じ
る
か
を
検
証
し
た
上
で
、
憲
法
上
の
考
え
方
を
踏
ま
え
つ

つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
の
利
用
の
程
度
と
保
護
の
現
状
の
バ
ラ
ン
ス
を
も
考
慮
し
な
が
ら
、
各
原
則
の
適

用
除
外
の
要
否
等
に
つ
い
て
、
法
制
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
し
て
、
「
報
道
・
出
版
（
第
二
一
条：

言
論
、
出
版

そ
の
他
一
切
の
表
現
の
自
由
）
」
を
例
示
し
て
い
る
。

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
（
以
下
、
法
案
）
に
は
、
六
月
五
日
付
答
弁
書
に
お
い
て
も
言
葉
の
定
義
な
ど
曖
昧
な

部
分
が
い
ま
だ
見
受
け
ら
れ
、
恣
意
的
運
用
が
さ
れ
な
い
た
め
の
歯
止
め
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
重
ね
て
、
以
下
質
問
す

る
。

一



一

法
案
で
は
「
そ
の
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
量
及
び
利
用
方
法
か
ら
み
て
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
少
な
い
も

の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
者
」
は
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
個
人
情
報
の
量
」

と
「
利
用
方
法
」
の
具
体
的
な
数
字
と
利
用
方
法
を

－

個
人
情
報
の
量
は
「
五
〇
〇
〇
件
」－

件
数
は
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
一
括
し
て
一
件
と
す
る－

利
用
方
法

は
、
手
書
き
の
顧
客
名
簿
は
含
ま
な
い－

な
ど
具
体
例
を
用
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
政
令
の
時
期
を
示
さ
れ
た
い
。

二

法
案
で
は
『
「
個
人
情
報
」
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
』
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
生
存
」
の
定
義

を
示
せ
。
ま
た
、
死
者
の
個
人
情
報
に
関
す
る
こ
の
法
案
で
の
取
り
扱
い
を
示
せ
。

三

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
事
業
の
用
に
供
し
て
い
る
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」
と
は
、
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

等
を
所
有
し
て
い
る
事
業
者
を
指
す
の
か
、
否
か
。
ま
た
所
有
し
て
い
る
事
業
者
と
、
こ
れ
に
加
え
個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
等
を
利
用
し
て
い
る
者
も
含
む
の
か
、
否
か
。

－

個
人
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
所
有
し
て
い
る
企
業
は
事
業
者
に
当
た
る
が
、
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
の
利
用
権
限

を
も
た
な
い
従
業
者
等
は
含
ま
な
い
。
従
っ
て
第
七
章
「
罰
則
」
第
六
十
三
条
に
い
う
行
為
者
に
も
相
当
し
な
い－

二



な
ど
と
想
定
し
て
い
る
具
体
事
例
を
用
い
て
説
明
せ
よ
。

四

弁
護
士
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
は
、
第
五
章
の
適
用
を
受
け
る
の
か
否
か
。
適
用
さ
れ
る
場
合
に
想
定
さ
れ
る
主
務
大
臣

は
、
法
務
大
臣
と
理
解
し
て
よ
い
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
、
想
定
さ
れ
る
主
務
大
臣
を
示
せ
。

五

法
案
第
五
十
五
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
「
大
学
そ
の
他
の
学
術
研
究
を
目
的
と
す
る
機
関
若
し
く
は
団
体
」
に
属

さ
な
い
個
人
が
第
五
章
の
適
用
を
除
外
し
な
い
理
由
を
示
せ
。

六

第
五
十
五
条
に
規
定
す
る
「
宗
教
団
体
」
「
政
治
団
体
」
に
は
、
個
人
は
含
む
か
。
個
人
が
含
ま
れ
な
い
場
合
は
、
第
五

章
は
適
用
さ
れ
る
の
か
、
否
か
。
適
用
さ
れ
る
場
合
は
、
同
章
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
理
由
を
示
せ
。

七

放
送
法
等
に
基
づ
い
て
事
業
を
行
う
日
本
放
送
協
会
な
ど
放
送
機
関
が
、
専
ら
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
以
外
で
取
り
扱

う
個
人
情
報
（
例：

受
信
契
約
者
リ
ス
ト
等
）
に
関
し
、
想
定
さ
れ
る
主
務
大
臣
は
総
務
大
臣
と
理
解
し
て
よ
い
か
、
否

か
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
想
定
さ
れ
る
主
務
大
臣
を
示
せ
。

ま
た
、
「
放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関
」
が
「
専
ら
販
売
等
の
報
道
以
外
の
目
的
で
取
り
扱
わ
れ

る
」
個
人
情
報
に
関
し
、
第
三
十
七
条
か
ら
第
三
十
九
条
に
基
づ
い
て
行
う
報
告
の
徴
収
や
、
助
言
、
勧
告
及
び
命
令
な
ど

を
行
う
主
務
大
臣
は
ど
こ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

三



八

六
月
五
日
付
答
弁
書
、
「
一
に
つ
い
て
」
「
二
に
つ
い
て
」
「
四
に
つ
い
て
」
「
五
に
つ
い
て
」
「
六
に
つ
い
て
」
で
記

述
さ
れ
て
い
る
「
報
道
に
該
当
す
る
場
合
は
」
を
判
断
す
る
政
府
の
機
関
は
あ
る
か
。
あ
る
場
合
は
ど
こ
か
。
答
弁
者
で
あ

る
「
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎
」
と
理
解
し
て
よ
い
か
、
否
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、
想
定
さ
れ
る
主
務
大
臣
及
び

機
関
を
示
せ
。

九

第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
「
放
送
機
関
、
新
聞
社
、
通
信
社
そ
の
他
の
報
道
機
関

報
道
の
用
に
供
す
る

目
的
」
に
「
出
版
社
」
を
明
記
し
な
か
っ
た
理
由
を
示
せ
。
ま
た
、
団
体
に
属
さ
ず
個
人
で
報
道
活
動
を
行
う
者
に
配
慮
し

た
表
現
（
「
報
道
の
用
に
供
す
る
目
的
で
個
人
情
報
を
取
扱
う
者
」
）
を
排
除
し
た
理
由
を
示
せ
。

右
質
問
す
る
。

四


